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早いもので、もう 7 月。あと 14 日で 1 学期が終わります。夏休みももうすぐです。 

6 月に行われた「こどもフェスティバル」には、たくさんの保護者の方、地域の方にご来校いただ

きました。ありがとうございました。アイデアいっぱい、工夫をこらされたお店や宣伝、友達と協力

して活動する様子や、楽しそうにお店を回っている様子、店員の児童お客さんに丁寧に説明したり、

案内したりする様子を見ていただけたことと思います。児童数が 2 倍になり、校内は活気にあふれて

いました。「お客さんは、何人来てくれるのかな？」「どのお店に行こうかな？」と子供たちは嬉しそ

うにしていました。自分たちで考え、活動した行事という思いもあり、成瀬小学校の伝統にしていき

たいという声も出ていました。終わった後は、お店で使ったたくさんの段ボールやペットボトルを持

ち帰るなど、最後の片付けまでしっかりやってくれました。材料集めや、ごみ出しなど、ご家庭でも

いろいろとご協力いただいたと思います。ありがとうございました。 

また、６月１２日には「笑顔と学びのプロジェクト」の取組で北京オリンピック４×１００ｍリレ

ー銅メダリストの塚原直貴さんと、箱根駅伝第六区経験の三田翔平さんをお招きし、全校児童に向け

て走り方や、あきらめないで挑戦する大切さを教えてもらいました。中でも印象的だったのは「負け

た自分に、負けない。」という三田さんの言葉でした。もともと足が速いほうではなく、運動会のか

けっこでは最後にゴールするほうだったそうです。それでも陸上部に入り、努力を重ね、「頑張って

も、目標に届かなかった。」「思ったようにできなかった。」こともたくさん経験する中で、「もうでき

ない、やめよう。」ではなく、奮起して再チャレンジを続けました。他人ではなく自分と競い、自分

を高めていく「その道のプロ」からの本物の言葉は、重みがありました。その後、４年生が校庭に出

て、スタートの練習や体を前傾して走る練習をしました。最後に４年生の代表チーム対、塚原さん・

三田さん・教員のチームで、リレーの勝負をしました。私がアンカーだったので、見事、４年生チー

ムが勝利となりました。 

体験活動は、豊かな人間性、自ら学び・自ら考える力など、生きる力の基盤となり、子供の成長の

糧としての役割が期待されています。成瀬小学校では「人・物・事」に直接触れ、関わり合う「直接

体験」を重要視しています。７月は、恩田川探検、川上村移動教室、日光林間学校と、その場で実際

に体験する行事がまだまだ続きます。2 学期は、リオオリンピック代表選手（中距離・長距離・マラ

ソン専門）の関根花観さんをお招きして、走り方教室を予定しています。 

長い夏休みは、ふだん体験できないことにチャレンジできる絶好の機会です。また、自然や社会体

験を通して「なぜ？ どうして？」と疑問をもち、時には多くの感動を覚えることもできます。様々な

体験や家族でのふれ合いを通して、思い出に残る有意義な夏休みになることを願っております。 

4 月に開校してからの 1 学期間、保護者・地域の皆様には本校の教育活動にご理解・ご協力をいた

だきまして誠にありがとうございました。皆様のご支援に、感謝申し上げます。 

ｔｅｔｏｒｕ配信 
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【８・９月の主な予定】 
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～学校だよりをｔｅｔｏｒｕ（テトル）でお届けします～ 

 
～通学路を再設定しました～ 

 
～荷物らくらく登校の取組について～ 

～水の事故を防ぐために～ 

～漢字検定を実施します～ 

～夏休みの図書室開放について～ 

～夏休み期間の連絡について～ 

 
～特別支援教育（サポートルーム等）の申し込みについて～ 


